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現状の問題点と見直しの方向性





情報主任会議資料


平成２１年９月９日


府政情報室府民課





現状の問題点








○府民の声システムは府民に回答することを目的としているが、橋下知事就任後、件数が急増


　　・提言メール件数　１０倍以上


現知事 1582件/月　(20.2～21.3)


前知事　148件/月　(19.4～20.1)


　　　　








所属は、回答作業に追われ、直ちに対応すべき案件の対応が遅くなるケースがある。





施策改善に役立つ声が埋もれがちになっている。





見直しの方向性




















（１）緊急対応のスピード


アップ





（２）施策反映の強化





（３）登録対象を各所属に


拡大する











広聴窓口


（府民課、お問合せＣ）














〔現状のフロー〕





























声





所属に一律に「回答を依頼」するのでなく、


真に対応が必要なものを選別する（フラグ


を立てる）しくみに変更する





















































回答内容を入力





担当所属








府民の声システムデータべース(DB)








回答





























ＨＰ公表（月1回）




















声を入力





回答依頼





提言、要望、苦情


（メール、電話、手紙、ＦＡＸなど）

















